
日　程｜2015年7月29日（水）
主　催｜環境省
協　力｜地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）
　　　｜一般社団法人 環境パートナーシップ会議（EPC）
参　加｜参加ご希望の方は、以下の登録サイトから
　　　　お申し込みください。（定員200名・先着順）

お越しの際は「よこはま動物園ズーラシア」行きバスをご利用ください。
■相鉄線「鶴ヶ峰」駅北口下車
　相鉄線「三ツ境」駅北口下車
　JR横浜線・横浜市営地下鉄「中山」駅南口下車
　各駅から「よこは ま動物園」行きのバスで約15分。
■JR東海道線、JR横須賀線、JR京浜東北線、京急線、東横線、
　みなとみらい線、相鉄線、横浜市営地下鉄線「横浜」駅下車
　「よこはま動物園」行きのバスで約1時間。
　（横浜駅からのバスは便数が少ないので、ご注意ください）

会 場 よこはま動物園ズーラシア
横浜市旭区上白根町 1175-1
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参加無料
(定員200名 )



環境省は、平成 25年度から小・中学生向けの環境教育モデルプログラムを作成し、学校の先生などの意見を取り入れ
ながら主に地域の学校現場で実証する事業を全国で行ってきました。今般、プログラムを実践してきた方からの報告と、
プログラムを地域でさらに発展させるため、地域の社会教育施設（動物園などを含む）と協働したプログラム運営の
あり方について考えるトークセッションを行う交流会を、よこはま動物園ズーラシアにて開催します。学校関係者の
ほか、関心のある方はどなたでも参加いただけます。

メイン会場；ころこロッジ
ズーラシア正門前にて受付（12:55 まで随時受付・必ず申込受付メールのコピーをご持参ください。）

エクスカーション体験（参加希望者のみ）

主催者挨拶

村田浩一 よこはま動物園ズーラシア園長挨拶
ポスターセッション

　「全国 8地域（北海道・東北・関東・中部・近畿・中国・四国・九州）からの事業成果報告」

トークセッション「教育施設における ESD展開の可能性」

　●村田 浩一　よこはま動物園ズーラシア園長
　●石田 好広　足立区鹿浜第一小学校校長
　●小玉 敏也　麻布大学教授
閉会

■お問合せ
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）内
一般社団法人 環境パートナーシップ会議
（担当：尾山・藤本）
TEL：03-3407-8107　mail：esd@geoc.jp

■参加申込
http://www.geoc.jp/mail_form/60/
こちらの参加申込専用サイトにアクセスし、
お申込みください。

ころこロッジ会場案内

ポスターセッションゾーン

ESD 環境教育プログラム成果報告会・交流会
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エクスカーション体験について
　ズーラシアの環境教育プログラムを用意しております。参加希望の方は、お申込みの際にプログラム A、B、Cのうち
　希望するプログラムを１つ選んでください。
　　共通プログラム「ズーラシアスクール実施の目的及び概要」（実施場所：ころこロッジ）
　　園内移動のうえ ESDプログラムを体験（いずれかひとつ）
　　プログラムA　　「日本の絶滅危惧動物」（実施場所：ツシマヤマネコ・コウノトリ展示場前）
　　プログラムB　　「身近な生きもの」（実施場所：ころこロッジ）
　　プログラムC　　「チ ンパンジーの森に関わる人々」（実施場所：チンパンジー展示場周辺）
　※エクスカーションに参加する方は 10:55 までに、参加しない方は 12:55 までに、それぞれ受付をお済ませください。
　※屋外でのプログラムにご参加の方は、水をこまめにとるなど熱中症対策をおねがいします。


